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No.９

仕事の仕事の

首里城VR体験

ドローン写真撮影ハーネス着用体験

事業概要説明 女性技術者１日の仕事内容

女子中学生と女性技術者交流イベント
『女性技術者と行く！建設業 しごと・みらい体感ツアー』

を開催しました

　
建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て
、

就
業
者
の
高
齢
化
等
が
進
ん
で
お
り
、

中
長
期
的
な
担
い
手
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
女

性
技
術
者
の
就
業
数
も
低
い
水
準
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設

部
の
女
性
技
術
職
員
と
県
内
の
女
性
技

術
者
で
作
る
「
t
e
a
m
け
ん
せ
つ
美

ら
小
町
」
と
の
共
同
開
催
に
よ
り
、
女

子
中
学
生
が
将
来
の
職
業
選
択
肢
と
し

て
「
建
設
業
」
の
仕
事
を
知
る
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
、
県
内
の
女
子
中
学
生

を
対
象
と
し
た
現
場
体
験
会
を
８
月
15

日
（
火
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
14
組
の
親
子
が
参
加
し
、
首

里
城
Ｖ
Ｒ
体
験
や
女
性
技
術
者
が
働
く

工
事
現
場
に
お
い
て
ハ
ー
ネ
ス
（
墜
落

制
止
用
器
具
）
着
用
体
験
、
ド
ロ
ー
ン

で
の
写
真
撮
影
な
ど
を
実
施
し
、
ま
た
、

女
性
技
術
者
自
ら
の
仕
事
を
紹
介
し
、

建
設
業
へ
の
理
解
を
促
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
現
場
監
督
の
仕
事

の
こ
と
や
、
現
場
で
女
性
が
活
躍
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
全
然
知
ら
な
か
っ

た
」、「
子
供
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る

と
て
も
良
い
情
報
を
得
た
の
で
、
ま
た

親
子
で
話
し
合
い
た
い
」
と
の
感
想
が

あ
り
、
非
常
に
好
評
で
し
た
。

　
建
設
業
の
女
性
技
術
者
の
活
躍
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
女
性

技
術
者
の
誕
生
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　
技
術
管
理
課
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No.10

仕事の仕事の令和５年度
船員労働安全衛生月間の実施

　
船
員
の
労
働
災
害
減
少
と
船
内
に
お

け
る
安
全
で
快
適
な
作
業
環
境
・
居
住

環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
、
例
年
９
月

１
日
〜
30
日
の
１
ヶ
月
間
を
船
員
労
働

安
全
衛
生
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
月
間
中
は
諸
行
事
を
実
施
し
て
お
り
、

６
月
、
７
月
に
管
内
の
船
舶
所
有
者
及

び
関
係
団
体
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
船
員

労
働
安
全
衛
生
協
議
会
及
び
８
月
の
総

会
を
経
て
月
間
中
の
諸
行
事
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
行
事
と
し
て
、
船
員
や
船
舶
事

業
者
な
ど
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
安

全
衛
生
活
動
の
促
進
を
図
る
「
船
員
災

害
防
止
大
会
の
開
催
」、
県
内
各
港
に
停

泊
中
の
船
舶
を
訪
問
し
、
安
全
・
衛
生

面
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
必
要
に
応
じ
て

指
導
を
行
う
「
訪
船
指
導
の
実
施
」、
県

内
各
港
に
月
間
の
周
知
を
促
す
「
横
幕

の
掲
揚
」
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
９
月

１
日
開
催
予
定
だ
っ
た
「
船
員
災
害
防

止
大
会
」
に
つ
い
て
は
、
台
風
11
号
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
中
止
が
続
い
て
い
た「
訪
船
指
導
」は
、

令
和
元
年
度
以
来
４
年
ぶ
り
に
実
施
し

ま
し
た
。
船
員
の
労
働
環
境
や
船
内
生

活
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
陸
上
か
ら
隔

離
さ
れ
る
こ
と
や
、
気
象
・
海
象
の
影

響
を
受
け
や
す
い
な
ど
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
の
環
境
で
働
く
た
め
、
船
内
の
安

全
・
衛
生
環
境
の
整
備
が
重
要
と
な
り

お
問
合
せ
先

運
輸
部
　
船
舶
船
員
課
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～ 安全な 航海祈ると 家族の便り
無事故に備える 守り札 ～

船橋での訪船指導

機関場での訪船指導

ま
す
。
そ
の
た
め
、
船
舶
事
業
者
、
関

係
団
体
、
沖
縄
総
合
事
務
局
が
一
体
と

な
り
、
沖
縄
本
島
、
宮
古
島
及
び
石
垣

島
の
各
港
に
停
泊
中
の
貨
物
船
、
旅
客

船
、
漁
船
、
曳
船
・
作
業
船
等
の
船
舶

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
調
査
項
目
は
、
安
全
面
で
は
海
中
転

落
防
止
措
置
や
床
面
な
ど
の
転
倒
防
止

の
た
め
の
安
全
措
置
に
つ
い
て
、
衛
生

面
で
は
飲
料
水
の
管
理
状
況
や
医
薬
品

の
備
付
け
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
不
適

切
な
状
況
が
確
認
で
き
た
場
合
に
は
改

善
を
促
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
船

員
の
労
働
安
全
衛
生
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
船
舶
所
有
者

及
び
船
員
に
お
か
れ
ま
し
て
も
一
体
と

な
っ
て
安
全
・
安
心
に
働
け
る
船
内
環

境
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

開発建設部運　輸　部


